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1　複式学級指導

　 2 学年の児童数が 16名以下の場合に、複式学級に

編成され る （小学 1 年を含む時 と中学校の 場合は 8

名以下）。 複式授業 で は、直接指導の 学年 と間接指導

の 学年 とが、交互 に発生する。間接指導の時、児童

の 主体的学習習慣を身 につ ける指導が必要 となる e

本発表 で は、主 に 小学校における複式理科授業の 課

題につ い て述べ る。

2　複式学級の授業形態

　複式学級 の 授業形態は、学年別 の 指導案と単式学

級的な指導案と に分 け られる。単式学級的な指導を

するた め に は、2つ の学年の 内容を均等に A 年度 B

年度に配分 して 、理科指導案を作成する方法などが

とられ る。1 っ の 学年に とっ て 内容が順行し て い る

場合は、もう
一

つ の 学年は 逆行に なる 。
こ の 指導方

式は 「A 年度 B 年度」方式などと呼ばれ て い る、

　単式学級的な 「A 年度 B 年度指導案」 が選択 され

る条件は、「学校や児童生徒の 実態」で あ り 「長期的

な児童数 の 変動 の 無 さ」 で ある。こ うした指導法 の

選択は、児童や学校 の 実態に則 し て選択 され るべ き

で あり、か りにも教師 の 都合 で 選択す べ きで はない

3　 現実問題 と して の A 年度 B 年度案対策

　（1）転入 した児童 へ の 対策

　例えばA 年度 B年度案で指導して い る 3年 と 4年

の 複式学級に 4年生が A 年度 に転入 した場合、すで

に昨年 3 年 の 学習 が終わ っ て い る児童 が 再び 3 年の

内容を半分程度含む学習をする とい う事態に な る。

　こ の事態 に対応 して学年別 の 指導案に戻す場合は、

4 年の 在校生はまだ学習 して い ない 3 年 の 内容を 3

年と受講しなければ い けな い
。
A 年度 B 年度を継続

する場合は転入生に対し、 昨年実施 して終わ っ てい

る 4 年 の 内容を複式的に指導しなければい けない 。

　（2）転出者の 場合

　3 年生 の 時に 4 年生 の 内容 の ほぼ半分 の 学習が 終

わっ た児童が、単式学級 の 学校に転出 した場合、3

年の 内容の ほ ぼ半分を学ぶ こ とが で きなくな る。転

校先の 学校が在籍して い た学校か ら連絡を受けて、

そ の児童に対して 3 年の 未履修内容の 学習とい う特

別 な指導計画を立て ない とい けない 。

　 「複式学級にお け る理科の A 年度 B年度指導案」

は少人数学級で単式学級的な指導をするこ とで 児童

の 学習に成果が期待で きる時に限るべ きで、実施す

る場合は上記の よ うな事態 へ の 配慮が欠か せない 。

特に転出の 時は、転出先の 学校 へ 児童 の 学習履歴 を

単元 レ ベ ル で知らせ ない とい けない 。

4　 学習の 系続性の 問題

　理科の 授業で は、各学年の学習内容 の系続性が大

切で ある。5年、6年の順で学べ る内容 に は問題がな

い が、6年、5年の順に学ぶ内容に は、問題が多い。

　5年に もその 分野の 学習がある場 合、4年か らい き

なり 6 年の 内容 を学ぶ こ とになるか らで ある。 結果

とし て 両学年の 内容を学ぶ の で あるが、「学び にく

さ」 の 問題が発生す る。

　物質とエ ネル ギー
の 内容で 4 年の 電池か ら 6 年の

電磁 石 に進 ん で も大きな支障はな い が、そ の 他、多

くの 場合は学年 の 系統性を無視 した順で指導するこ

とには無理がある。

　5 年の 流水の 働きを学ん で か ら 6 年の土地の作 り

と変化を学ぶ よ うに計画 され て い る。逆の順番に な

っ た学年 の 児童へ の 配慮は複雑 で 二 重手間なもの に

なる。特に 3年 と 4年の逆転した内容の学習は児童

が理解する時の 混乱 の 元になる。

　複式授業の 特徴を生 か して学年別 の 授業を実施す

れば、主体的学習の 習慣が身 に つ き、学力の 向上 が

見られる こ とが知 られて い る D また、教師にとっ て

も単式学級における習熟度別授業に複式の指導法を

生 か す こ とが で きる 。

本研究は平成 17、18 年度文部科学省特別教育

研究経費措置事業 「新しい 日訶弋の 要請に応え る離

島教育の 革新 （長崎鹿児島・琉球　三 大学連携事

業）」 によるもの である。
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